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地下凍結地帯、音更町におけるアルフアルフア栽培の実態

第 2報 音更町におけるアルフアルフア栽培の現況

井芹 靖彦・草刈 泰弘 (十勝北部地区農業改良普及所)

緒日

冬期、雪積が少なく地下凍結する十勝管内音更町におけるアルフアルファは不安定作物であり作付面

積は増加せず、少面積がチモシーと混播されるかたちで継続栽培されてきた。

個体乳量の上昇と共に良質粗飼料、特に高、消化性繊維を含むアルフアルファ戒培lζ対する期待は大きい。

昭和62年より地下凍結地帯に対応するアルフアルファ栽培の作型に関する試験を開始することがで

きた。

さらに、試験結果を基に地下凍結地帯に対応した作型として、新播年からアルフアルファ(以下AL)

の根系を分根化させ大型株とする作型、すなわち、『凍害の回避を考えたAL栽培の作型』について一

定の方向性をみいだし普及を開始するととができた。

結果

1. 音更町におけるアルフアルファ栽培面積、音更町におけるAL栽培面積は正確には把握されていな

いため過去の数値については不明であり多くは種子販売量から推定されることが多い。

昭和62年以降については種子購入者を中心に聴取調査を行ない面積確認を行なっており、ほぼ正

確な数値であると考えている。

地域のAL栽培は冬期の積雪条件で左右され極端な少雪年は 10年に 1----2度あり厳しい少雪年を

境に増減が繰り返されているように考えられる。

表1. 音更町におけるアルフアルファ
栽培面積の推移(十勝北部調べ)

[ょ11
栽培様式別

戸 栽培
単 播 混播

1戸当り面積

数 面積
(hα) 

戸数面積鵠面積 平均最低~最高

S 60 (1985) 7 20.3 4. 3 

61 (1986) 10 44.4 4.4 

62 (1987) 19 75.3 8.2 8.2 67.1 4.0 

63 (1988) 22 91. 5 2110.2 5.1 81. 3 4.2 0.3 -13 

H 1 (1989) 29 124.3 6 8.5 1.4 115.8 4.3. 0.3 -18 

2 (1990) 37 160. 1 10 20. 6 2.1 139.5 4.3 0.4 -16 

3 (1991) 46 166.8 16 30. 2 1.9 135. 7 3.6 0.4 -18 

口。

音更町におけるAL栽培面

積はS63年を境に 100haを

越え徐々に増加の傾向がみら

れる。

特lζ、栽培戸数が増加して

いるととに特徴があり平成3

年の栽培戸数は46戸と酪農

家戸数の3戸に1戸は栽培し

ている乙とになる。

一方、 l戸当り面積は3.6 

haと前年以前に比較して減

少している。
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乙のととは栽培戸数と関係しており、栽培戸数の

増加はALに対する期待を示すもので永続性や収量

が安定すれば今後大幅に増加するととを示唆してい

る。

2. 音更町におけるAL新播状況

1) AL新播面積の状況

新播面積の推移はS60年からみても年次変

動がみられる。

特lと凍害の激しくみられたS63年の新播面 図一 1 音更町における年次別

積は前年に比較して著しく低下するなど凍害は アルフアルファ新播面積( )内は戸数
(十勝北部地区農業改良普及所)

AL面積拡大の阻害要因になっていた。

しかし、 S63年以前の新播面積は年次により作付面積の変動は大きくみられる。

平成元年以降45ha以上と安定した作付がみられると共に栽培戸数は20戸台に増加し、 l戸

当り栽培面積も 2ha台と多くはないがS63年以前とは異った傾向がみられる。(図 1)

2) 新播時における播種様式別面積

音更町における播種様式は混播が主体であったが、 S63年からは単播もみられるようになっ

た。その面積は63年 1.5ha、H元年6.5ha、H2年 11.2 hα、H3年 14.7haで、あり(表2)H 2 

年以降では新播面積の20%強を占めるまでになってきているが、常に凍害のおそれのある当苅坊で

はチモシーとの混播が主体となっている。

表2. 音更町におけるアルフアルファ新播面積の推移(十勝北部農改)

年 次 戸数 面 積
播種様式別面積 1戸当り新播面積

単 播 混 播 平 均 最低~最高

S 62 年 13 30.9 30.9 2.37 0.6 -4.7 

S 63 年 13 19.0 1.5 17.0 1. 35 0.3 -4.0 

H 元年 20 45.3 2.0 38.8 2.26 0.3 -8.2 

H 2 年 23 49.2 11. 2 38.0 2. 14 0.4 -6.0 

H 3 年 21 48.5 14. 7 33.8 2.31 0.3 -7.4 

3)品種7J1.断播面積

S6~手以降における AL品種別新播面積(表 3) では 9 品種が使用されているが、栽培主体

品種は年次により変動するが、 S63年まではサイテーションを主体にソア、サラナック、リュ

テスであった。

S62年の新播面積のうち品種不明面積が多いが、音更町農業協同組合の種子取扱量ではサイ

テーション496k~、サラナック 142 k~、ソア20k~ 、パータス 130 k~、計 788 k~ となっている。

平成元年ではキタワカパ、サイテーション、パータスが王体であり、平成2年以降ではキタ

ワカパが減少し、マヤ、パータス、ヨーロッパなどの倒伏性の強い品種が増加してきでいる。
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表3. 音更町における品種別新播面積

~ 
品種別 面 積 h司

キタサイテーパー リュ
ソア
サラ ヨー

J、ミヲ 不明マヤ ワカノてシヨンタス テス ナック ロッノて

戸 数 6 2 5 

S 62年 面 積 13.3 5.3 12.3 

構成比労 43.0 17.2 39.8 

戸 数 10 1 2 

S63年 面 積 15.5 0.5 3.0 

構成比労 81. 5 2. 7 15.8 

戸 数 7 8 l 1 l 

H元年 面 積 16.7 16.2 8.2 1.0 0.8 2.0 0.4 

構成比必 36.9 35. 8 18.1 2.2 1.8 4.4 0.8 

戸 数 7 10 2 4 

H2年 面 積 19.85 14. 5 6.3 8.5 

構成比箔 40.4 29.5 12. 8 17.3 

戸 数 12 5 2 ューパ l 日44 1 

H3年 面 積 32.1 6.2 4.2 2.2 0.2 1.5 2. 1 

構成比必 66.2 12.8 8. 7 4.5 0.4 3. 1 4.3 

3. 音更町におけるアルフアルファの栽培実態

1) アルフアルファ播種量

表4. Aし、単播、混播草地別、播種量
及び出芽状況(1991.十勝北部農政)

播種量(kg/l0α〉 出芽率郎会j

区分

件数 播土種S量D 
件出芽率最低最高~ 最低~
数:tSD 最高

単播AL9 1 1.6:tO.66 0.7-2.5 6 163.0:!::23. 5 32.3-国.1

混 AL 
1l10.75:!::0.31 025-1.1 5 149.8:!::23.2 32か87.9

TY 1110.96土0.610.3-1.5 5 120.0:t12.1 12ふ41.0

播 iEL3 圭ロ牛l 1111. 71 :!::o. 44 1.3-2.5 5125.2土9.322.7-40.~ 

平成3年の実態では単播草では1.6 K!1であり、

その範囲はo.7 -----2. 5 K，タと格差がみられた。
混播草では1.7K，タで範囲は1.3 -----2. 5 K!1であ

り、その構成状況はAL 0.75K9、TYO. 96K9 

となっており、単播同様圃場差がみられる。

2)出芽率の状況

単播では 63%と高い出芽率であった。その

範囲は 32.3 -----83. 4 9らで闇場差がみられた。

混播では24.5%で、その範囲は22.7-----40. 99らであった。草種別では、 AL499らであるのに

対しTYは18%と低い傾向がみられた。

3)新播草地の生産性

単播草:5月上旬播種、 7月中-----8月上旬 l番草収穫草地における収量は生草で2.5t弱ァ乾

物収量で 310-400旬、合計収量では生草で 3.2 -4. 5 t、乾物で560-----720匂であり圃

場差がみられた。(例えば、山本圃場では河川敷であり雑草も繁茂したため 1番刈は早刈となっ

た。また、多国圃場では l番刈後追肥ができなかったなど圃場毎に種々の理由がある。)(図2.) 
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いる。

混播では、生草で3.7""4.5 t、乾物で720""850K9であり単播より安定した収穫量となって

4)経年草の生産性

年3回刈、混播草の収量は生草で5.2""6.3 t、乾物収量で1.1 t前後である。(図3.) 

3年草単播圃場(図3.)は、 TYとの混播であったが新播2番草以降TYはみられず、 AL単

草となった闘場の例である。

乾 600 
物 700 

収 800 

量
900 
1000 

kg/lOa I kg/lOa 

生

草

収

量

図2 新播草地におけるAL収量 図3 経年草地におけるAL収量
( 1991-音更町) (1991-音更町)

4. 新しい作型によるAL栽培への試み

十勝北部地区農業改良普及所では地下凍結地帯に対応した栽培方法として、堆肥表層大量施用、

種子の少量播種を二本柱にした作型を作出し現地定着を図ってきた。

これらの作型は散播を想定したものであったが播種条件が条播では出芽率が大幅に向上する乙

とから播幅内が過密植にならない条播広幅播き、すなわち帯状播き栽培法を開発することができた。

現地応用として、平成3年音更町東豊田、多国勇治氏の実践結果では特に問題になることはな

カ〉った。

播種機はグラス・シーダである「ブリリオン」を使用、写真一 lに見られるようにダンボール

で袴をはかせ一定幅で種子を落下させることにより帯状播きが可能で改造費はダンボーノレの他は

ガムテープであり20円程度の経費であった。

畦幅は72cm、播き幅は40cmと想定した播き幅を確保できた。(写真一 2) 

播種量は7009 / 10 aであり、出芽率は83%と高率であった。(収量は図2.参照)

播種量は出芽率によるものが100""2∞9程度低下させても影響はないものと考えられる。
AL作型造成直接経費をみると、帯状播きは種苗費を大幅に低下させる ζとができる。(表5.) 

つム
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使用グラス・シーダ(ブリリオン)の種子落下部 AL帯状播き新播年、播種後51日の状況
分にダンボールで袴をはかせて広幅播きの出来 音更町東豊田、多国勇ニ氏園場

る状態に改造した。(原図井芹) (写真一 1) 1991.7.1 (原図井芹) (写真一 2) 

表 5 AL作型別造成直接費用 (1991.十勝北部農改)

二三ミミ竺 AL. TY混播 AL 草播 AL帯状播き

必要量金』額 必要量金額 必要量 金 額

タ ン カ jレ 300kg 3，970円 300kg 3; 970円 300kg 3，970円

ß~ 第 1リンアン 20 980 20 980 20 980 

料 B M 熔燐 75 3，742 75 3，742 75 3.742 

費 硫 加 16 906 16 906 16 906 

計 9. 598 9，598 9，598 

種
AL 1.0 2. 730 1.0 2， 730 0.6 1，638 

苗 TY 0.5 480 
費

計 1.5 3. 215 1.0 2， 730 0.6 1，638 

l口L 計 12，813 12.328 11，236 

結び

今、生産現場の課題ば草地生産性をいかに高めるかにある D

特に、牧草は畑作物と異り、作付指標による制限作物となっていない作物であり、生産力を高める

ことのできる唯一の作物である。

そういう意味で多収穫草種や草種、品種の特性を発揮できる作型の再構築を考えなければならない

と考えられる。

一方、品質面では刈取時期にたよるだけでなく、草種により品質向上を図らなければならない時期

に来ているものと考えられる。

ALは、乙の期待に応えられる作物であると考えられ、今後共ALが地域に定着できるよう努力し

て行きたい。
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